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住
宅
に
も
必
要
で
す
　
火
災
警
報
器

　
建
物
火
災
に
占
め
る
割
合
の
半
数
以

上
が
住
宅
火
災
で
あ
り
、
死
者
数
に
至

っ
て
は
そ
の
９
割
が
、
住
宅
火
災
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
死
亡
し
た
人
の
内
訳
で
見
る
と
、
そ

の
半
数
以
上
が
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
高
齢
化
に
よ
る
被
害
の
増

加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
こ
と
が
、
消
防
法
の
改
正
に
よ
り

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
火
災
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
、「
逃

げ
遅
れ
」
に
よ
る
犠
牲
者
を
減
ら
す
た

め
に
も
、
個
人
住
宅
で
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
家
族
や
財
産

を
守
る
た
め
に
も
、
早
め
に
取
り
付
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
既
存
住
宅
の
設
置
期
限
は
、
平
成
23

　
年
５
月
31
日
で
す
。

■
活
用
事
例

　
火
災
警
報
器
が
作
動
し
、
大
き
な
火

災
に
至
ら
ず
に
済
ん
だ
例
を
紹
介
し
ま
す
。

①
寝
た
ば
こ
か
ら
火
災
発
生

　
寝
た
ば
こ
に
よ
り
火
災
が
発
生
し
、

警
報
器
が
煙
を
感
知
し
ま
し
た
。
警
報

音
で
本
人
が
目
を
覚
ま
し
、
ふ
と
ん
に

水
を
掛
け
て
消
火
し
た
の
で
、
大
事
に

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
ロ
ー
ソ
ク
の
火
が
燃
え
移
っ
て

　
２
階
で
就
寝
し
て
い
た
男
性
は
、
１

階
に
あ
る
祖
母
の
部
屋
の
警
報
器
の
音

に
気
付
き
、
１
階
に
降
り
て
仏
壇
か
ら

炎
が
上
が
っ
て
い
る
の
を
発
見
。
水
道

水
を
掛
け
て
消
火
し
ま
し
た
。

▽
設
置
場
所
　
普
段
使
用
し
て
い
る
寝

　
室
と
そ
の
寝
室
が
２
階
に
あ
る
場
合

　
は
２
階
の
階
段
。
台
所
、
居
室
に
義

　
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
設
置
し
た
方

　
が
安
心
で
す
。

▽
型
式
　
煙
式
の
警
報
器

▽
購
入
先
　
電
気
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

　
ー
、
消
火
器
な
ど
を
取
り
扱
う
防
災

　
設
備
店
へ
。

▽
価
格
　
リ
チ
ウ
ム
電
池
で
10
年
間
交

　
換
の
い
ら
な
い
煙
式
タ
イ
プ
は
、
５

〜
８
千
円
く
ら
い
が
通
常
。

▽
推
奨
品
　
日
本
消
防
検
定
協
会

　
の
「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」
の
付
い
た
商

　
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
！

◇
消
防
職
員
や
市
役
所
の
職
員
は

　
訪
問
販
売
を
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

　
特
定
の
業
者
に
委
託
す
る
こ
と

　
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
早
急
に
取
り
付
け
る
よ
う
せ
ま

　
っ
た
り
脅
し
た
り
、
高
額
な
金

　
額
を
請
求
す
る
場
合
は
、
す
ぐ

　
に
断
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
警
報
器
の
点
検
の
義
務
や
罰
則

　
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
怪
し
い

　
と
感
じ
た
ら
は
っ
き
り
断
り
、

　
消
防
本
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
３
３
３

設置場所参考例

　
市
消
防
本
部
が
発
行
し
て
い
た
広
報
１
１
９
せ
と
う
ち
は
、
平
成
20
年
３
月
に
発

行
し
た
第
７
号
を
も
っ
て
、
休
刊
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
通
信

消
防
通
信

普通救命講習会に参加し、応急手当
の技術を身に付けましょう

９
月
９
日
は
救
急
の
日

　
救
急
件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

そ
の
う
ち
軽
症
者
が
約
40
％
で
す
。
よ

り
緊
急
を
要
す
る
人
の
た
め
に
、
救
急

車
の
正
し
い
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
切
な
命
を
救
う
に
は
早
い

応
急
手
当
が
必
要
で
す
。
普
通
救
命
講

習
会
な
ど
に
参
加
し
、
応
急
手
当
の
知

識
や
技
術
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
取
り
扱
い
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。

普
通
救
命
講
習
会

▽
日
時
　
９
月
14
日（
日
）
午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所
　
市
消
防
本
部

▽
対
象
　
一
般
市
民

　
参
加
希
望
の
人
は
、
事
前
に
市
消
防

　
本
部
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
市
消
防
本
部
警
防
課

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

１
３
３
３ 

　
６
月
25
日
、
岡
山
市
で
第

21
回
消
防
救
助
技
術
岡
山
県

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
救
助
技
術

の
向
上
と
隊
員
の
士
気
を
高

め
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の

で
、
技
術
の
正
確
性
・
迅
速

性
・
安
全
性
な
ど
を
競
う
も

の
で
す
。

　
瀬
戸
内
市
消
防
本
部
か
ら
は
、
救
助

隊
の
精
鋭
11
人
が
「
ロ
ー
プ
応
用
登
は

ん
」「
は
し
ご
登
は
ん
」「
ほ
ふ
く
救
出
」

「
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
」
の
４
種
目

に
出
場
。
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

し
ま
し
た
。

　
結
果
、
「
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
」

に
出
場
し
た
光
畑
嘉
男
消
防
士
が
３
位

入
賞
。
そ
の
後
７
月
23
日
、
広
島
市
で

の
中
国
大
会
に
も
出
場
し
、
７
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
38
通
（
正
解
33
通
）
の
中

か
ら
５
人
の
当
選
者
に
非
常
持
出
袋
を

お
送
り
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
消
防
ク
イ
ズ
は
、
広
報
１
１
９

せ
と
う
ち
の
休
刊
を
も
っ
て
、
終
了
し

ま
し
た
。

１
１
９
せ
と
う
ち
前
号
の
答
え

①
住
宅
防
火
診
断
　
　

②
放
火

③
１
、
５
１
１
件

消
防
ク
イ
ズ

新救急救命士ニューフェイス

　平成19年９月から救急救命九州

研修所で６カ月間の研修を終え、

国家試験に合格した13人目の救急

救命士の土居寛和消防副士長（31

歳）です。

土居 寛和　

　近年、増加

の一途をたど

る救急件数、

またそれに伴

い救急救命士

の行える処置

は拡大し、医

療従事者としての責任の重さを実

感しています。今後は、研修中学

んだことを生かし、市民の皆さん

の期待に沿えるよう業務に励んで

いきたいと思います。

　今春採用された消防職員の①消

防に入った動機　②今後の目標　

③趣味・特技　④住所・年齢・血

液型を紹介します。

上岡 靖幸　

　①小さい頃

からの夢で、

地域の皆さん

の役に立ちた

いから　②皆

さんに親しま

れる優しい消

防士になりたい　③走ること・映

画鑑賞　④岡山市乙子・18歳・Ｏ型

　現在は岡山県消防学校の初任教

育課程に入校中で、今秋には消防

署勤務となります。

平
成
20
年
度
　
全
国
統
一
防
火
標
語
　
　
　

火
の
し
ま
つ
　
君
が
し
な
く
て
　
誰
が
す
る

消
防
通
信救助隊の熱い夏

ロープブリッジ渡過訓練中の光畑消防士


